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令和７年  

春の小金井市交通安全運動  
 

４月６日（日）～１５日（火）  

 

 

 

 

～世界一の交通安全都市 TOKYO を目指して～  

 

 

 

交通ルールを正しく守りましょう！ 

交通マナーを実践しましょう！ 

 

 

 

 

小 金 井 市 

小金井市交通安全推進協議会  
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第１ 目   的  

交通安全運動をきっかけに、市民一人ひとりが交通安全に関心を持ち、

交通ルールの遵守と正しい交通マナーを実践するほか、地域における道路

交通環境の改善に向けた取組に参加するなど、みんなの力で悲惨な交通事

故を防止していくことを目的としています。  

  

第２ スローガン  

世界一の交通安全都市ＴＯＫＹＯを目指して  

 

第３ 期   間  

１ 令和７年４月６日(日)から１５日 (火)までの１０日間  

２ 交通事故死ゼロを目指す日  ４月１０日 (木) 

 

第４ 主催機関  

 小金井市  

 小金井市交通安全推進協議会  

 警視庁小金井警察署  

 小金井警察署管内交通安全協会  

 関係機関及び団体  

 

第５ 運動の重点  

１ こどもを始めとする歩行者が安全に通行できる道路交通環境の確保と

正しい横断方法の実践  

２ 歩行者優先意識の徹底とながら運転等の根絶やシートベルト・チャイ

ルドシートの適切な使用の促進  

３ 自転車・特定小型原動機付自転車利用時のヘルメット着用と交通ルー

ルの遵守の徹底  

４ 二輪車の交通事故防止  
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第６ 具体的な推進要領  

1 運動の重点に対する推進要領 

 

⑴   こどもを始めとする歩行者が安全に通行できる道路交通環境

の確保と正しい横断方法の実践 

令和６年中の歩行者の交通事故は、前年と比較すると発生件数は減少、死者数

は増加しました。歩行者の死者数は６２人で、前年に比べ７人増加、都内の交通

事故による死者数１４６人のうち４２．５％を占めています。  

家庭・地域  

では  

○外出時には、明るく目立つ服を心掛け、「反射材」を身に付けて、

車の運転者に「自分の存在をアピール」しましょう。  

○自らの安全を守る交通行動として、運転者に対して横断する意思

を明確に伝えましょう。  

運転者は  
○歩行者事故は道路横断中時に多く、早めのライト点灯を心掛け、

歩行者の見落としに注意しましょう。  

○横断歩道外横断する歩行者にも注意しましょう。  

職場・学校  

等では  

○職場では通学路を含めた子供が多く通る場所を確認し、注意して

通行しましょう。  

○学校では、日頃から交通安全について指導しましょう。  

 

 

 

⑵   歩行者優先意識の徹底とながら運転等の根絶やシートベル

ト・チャイルドシートの適切な使用の促進  

歩行者の交通事故は、夕方の薄暮時間帯を含む午後４時から８時に多発して  

います。高齢者が特に多く歩行者死者の半数以上を占めています。  

 令和６年１１月１日に道路交通法の改正が行われ、自転車運転中のながらスマ

ホ・酒気帯び運転及び幇助に対して罰則規定が整備されました。  

家庭・地域  

では  

○信号を守る、横断歩道を必ず渡るなど、基本的な交通ルールを守

りましょう。  

○保護者、周囲の大人が交通ルールを守り、お手本となりましょう。 
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運転者は  

○トワイライト・オン運動の実施  

日没より早めに前照灯を点灯し、夕暮れ時の交通事故を防止しま

しょう。  

○ゆずり合いの気持ちをもって、思いやりのある運転を心掛けまし

ょう。  

職場・学校  

等では  

○通学路や、日頃の通り道等の危険個所を再点検しましょう。  

○アルコール検知器の使用、ハンドルキーパー運動の促進等の取り

組みを推進しましょう。  

 

 

 

⑶   自転車・特定小型原動機付自転車利用時のヘルメット着用と

交通ルールの遵守の徹底 

自転車乗車中の交通事故は、交差点での事故が最も多く、その大部分が安全不

確認、交差点安全進行などを原因とする出会頭の事故です。  

家庭・地域  

では  

○自転車安全利用五則を実践して、交通ルールを遵守しましょう。 

○自転車に乗車する時は、乗車用ヘルメットを着用しましょう。  

 

自転車安全利用五則  

 

１  車道が原則、左側を通行  

歩道は例外、歩行者を優先  

２  交差点では信号と一時停止を守って、安全確認  

３  夜間はライトを点灯  

４  飲酒運転は禁止  

５  ヘルメットを着用  

 

運転者は  

○自転車も車両です。信号や一時停止の標識を守りましょう。  

○販売店等で定期的に点検整備を受けるとともに、万が一の事態に

備えヘルメットを着用し損害賠償保険等に加入しましょう。  

○夕暮れ時には、早めにライトを点け、自転車が近づいて来ている

ことを、他の車両や歩行者などに知らせましょう。  

○二人乗り、並進、傘差し運転や、スマートフォン、イヤホン使用

等の危険な運転は絶対に止めましょう。  

職場・学校  

等では  

○自転車通勤・通学する者がいる場合は、自転車を安全に利用する

よう、周知に努めましょう。  

○自転車使用する事業者は、利用者への交通ルール遵守の指導を徹

底しましょう。  
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⑷   二輪車の交通事故防止 

令和６年の都内の二輪車（原動機付自転車を含む）乗車中の交通事故は、前年

と比べて発生件数、死者数ともに減少しましたが、都内の交通事故による死者数

１４６人のうち３８人で、２６パーセントを占めております。  

家庭・地域  

では  

○二輪車で無謀運転、危険・迷惑行為をしないよう呼びかけましょ

う。  

○二輪車事故の占める割合が高いことなどについて注意喚起しま

しょう。  

○交通事故の責任や命の大切さについて話し合いましょう。  

運転者は  

○カーブの手前では十分に速度を落とすなど、自己の運転技量を過

信することなく、事故防止に努めましょう。  

○ヘルメットを正しく被り、プロテクターで体を守りましょう。  

○車の運転手も二輪車の特性を理解して運転しましょう。  

職場・学校  

等では  

○出勤、退勤、業務中の事故発生が特に多くなっており、ゆとりを

持った運転に努めてください。  
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２ 主催機関の推進事項 

主 催  機  関  推     進     事     項  

小金井市  

○計画策定と実施に伴う会議の開催及び関係機関・団体

との連絡調整  

○市報、ホームページ、広報車等の広報媒体を活用した

積極的な広報活動の展開、市内鉄道駅周辺等に「交通

安全運動実施中」ののぼり旗を設置する等、地域実態

に応じた交通安全普及啓発活動  

○トワイライト・オン運動の推進  

警視庁小金井警察署  
○広報啓発活動及び交通安全教育の推進  

○交通街頭活動及び交通違反者の指導取締りの徹底  

○関係機関・団体との連携の強化  

道路管理者  

○交通事故多発路線等における安全対策の推進  

○道路パトロ－ル等による交通安全施設の点検及び道路

交通環境の整備  

○各種交通安全活動の推進と関連行事への積極的な参加  

関係機関・団体  

○自主的な交通安全活動と各種行事への積極的な参加  

○職員への周知徹底と飲酒運転根絶、自転車安全利用等

の広報・啓発活動の推進及び自転車用ヘルメットの着

用促進  

○トワイライト・オン運動の推進  

小金井警察署管内  

交通安全協会  

○各種行事の開催による交通安全活動の推進  

○会員・関係団体との連携による街頭指導活動の推進  

○各種広報媒体を活用した積極的な広報活動  

○トワイライト・オン運動の推進  

小金井市教育委員会  

○通学路等、こどもが日常的に集団で移動する経路等に

おける見守り活動等の推進  

○安全に道路を通行することに関する日常生活における

保護者から児童に対する安全教育の推進  

○各種広報媒体を活用した保護者への広報・啓発活動の

推進  

○自転車利用者に対するヘルメット着用の促進  

                                                                                                                                                                                                                                                                                                   


